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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

弓削商船高等専門学校 

（２）所在地 

愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000番地 

（３）学科等構成 

学 科：商船学科，電子機械工学科，情報工学科 

専攻科：海上輸送システム工学専攻， 

生産システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成25年5月1日現在） 

学生数：学 科571名 

    専攻科21名 

教員数：57名 

２ 特徴 

（１）沿革概要 

本校は，明治34年に学校組合立の弓削海員学校として

設立された。以後，組合立甲種商船学校，県立商船学校，

国立商船学校，国立商船高等学校と幾多の変遷を経て，

昭和42年に国立弓削商船高等専門学校となった。高等専

門学校昇格時は航海学科と機関学科の２学科（２学級）

であったが，昭和44年に機関学科１学級が増設された。

その後，昭和60年に機関学科１学級が電子機械工学科に

改組され，昭和63年には，航海学科及び機関学科が商船

学科（航海コース・機関コース）と情報工学科に改組さ

れた。このようにして，３学科体制（商船学科，電子機

械工学科，情報工学科）となり，卒業生は社会の各分野

で活躍している。平成17年４月には専攻科の海上輸送シ

ステム工学専攻と生産システム工学専攻が設置され，現

在に至っている。 

（２）目的の背景 

本校は長く，専門分野の基礎的な学理と技術者に必要

な能力を身につけさせ，我が国及び国際社会に貢献でき

る実践的技術者の育成を教育方針に掲げてきた。しかし，

科学技術の急速な高度化・複合化，グローバル化に伴っ

て，技術者に対して豊かな創造性，国際感覚・倫理観が

強く求められていることに対応し，平成 14 年度より，時

代に沿った教育方針（目的に掲載）を掲げている。 

本校教育の主な特徴として，まず，本校の有する練習

船「弓削丸」を商船学科だけでなく，工業系２学科の実

習や卒業研究等に活用していることが挙げられる。この

狙いは，専攻している分野だけでなく広く他の分野（船

の知識，システムとして完結している技術，海洋科学，

船内人間工学等）にも好奇心を抱かせ，複眼的素養を身

に付けさせようとする点にある。また，専門的な知識を

深めることだけでなく，バランスのとれた人格の形成を

目指してクラブ活動，ロボコン，プロコン，ソーラーボ

ート大会等への積極的な参加を図っている。特に，プロ

コンは毎年優秀な成績を収めており，全国高等専門学校

随一の実績を残している。このような教育に適した優秀

な人材確保のために平成 21 年に広報主事を設置し，中学

校訪問，オープンキャンパス，体験入学，出前授業，地

域のイベントの開催・参加，各種アンケートの実施等の

活動を積極的に展開し，入試制度を見直して複数校志望

受検制度を全国に先駆けて導入・実施している。 

 次に，本校は瀬戸内海島嶼部に位置し，且つ海事関連

産業により繁栄している「しまなみ海道」地域唯一の高

等教育機関である。このような環境の下で，本校が果た

すべき役割の一つとして，教育寮としての学生寮の充実

がある。寮生活においては，団体生活を通して責任と規

律ある基本的生活習慣を育成することを目指している。

全教員による宿直体制は，中学校卒業年代の多感な寮生

の指導を重視し，寮生の生活指導及び学習指導を教員の

重要業務として位置付けている。もう一つは，地域社会

との連携がある。平成 14年度には，地域社会との連携を

図るために地域共同研究推進センターを設置し，技術相

談窓口を明確化した。平成 18年度には研究の活性，技術

の提供，研究基金の獲得を目指して技術振興会を発足さ

せた。また，平成 21年度には教育の高度化，活性化に対

応すべく技術支援センターを設置した。 

 学校運営に関しては，学外有識者による運営諮問会議

の開催や教育に関する各種アンケートを実施して，学内

外からのニーズに対応している。また，海洋に関する得

意な分野を中心に高等専門学校間の連携の強化を図って

いる。 
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Ⅱ 目的 

１．使命 

 本校は，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること（学校教育法第115条）」に基づき，商

船及び工業に関する実践的中堅技術者を養成して，わが国の産業の発展に寄与することを使命としている。 

２．教育研究活動等を実施するための基本方針 

 本校は，実践的技術者の養成を目指して，高度化する海技技術者養成への対応，実験・実習の重視によるもの

づくり及びＩＴを基盤とした実践的技術者の養成を図る。 

また，平成17年度に設置された専攻科は，最先端の知識の教授のみならず，工学の基本的知識を縦横に応用で

き，問題提起能力，解析能力及び問題解決能力を高めるような教育を行う。 

これらの教育理念を実現するため以下の教育方針を掲げている。 

（教育方針） 

 科学技術の急速な高度化・複合化，豊かな創造性の涵養，グローバル化の進展を視野に入れて国際感覚と豊か

な人間性の育成を目指して，教育方針を次のように定めている。 

①自然科学および専門技術の基礎力を身につけ，高度化かつ多様化してゆく科学技術に柔軟に対応できる人材

の育成。 

②身の回りの諸現象，特に海をとりまく自然・文化・歴史に好奇心を抱き，多角的に考えたり調べたりできる，

創造力のある人材の育成。 

③日本および世界の文化や社会に関心をもち，国際的視野でものがみられ，しかも人間として，技術者として

高い倫理観をもった人材の育成。 

３．教育目標 

 沿革にも示したように，本校の準学士課程は商船学科，電子機械工学科，情報工学科の３学科制であり，専攻

科課程は海上輸送システム工学専攻と生産システム工学専攻の２専攻である。これに一般科目系授業を担当する

総合教育科が設置されている。各学科，総合教育科（教養教育）及び専攻科の教育目標は以下のとおりである。 

（１）教養教育 

幅広い視野に立った総合的な判断能力，斬新な創造力を備えた実践的技術者育成のための基礎的能力の涵養と

教養の育成 

（２）商船学科 

 船員教育を基盤にした海事総合科学を身につけた技術者の育成 

（３）電子機械工学科 

 ものづくりのできる実践的な技術者－計画・設計から生産・保守運用までできる技術者－の育成 

（４）情報工学科 

情報リテラシー，情報工学の知識に加え，問題分析，解決能力を備えたシステム技術者の育成 

（５）専攻科 

＜海上輸送システム工学専攻＞ 

海上輸送システムや船舶機関システムに関する分野を中心とした専門的な技術を教育し，システムの運用，開

発，商船学・工学的センスを身につけた実践的な海事管理技術者の育成 

＜生産システム工学専攻＞ 

機械・情報系を中心とした複合的工業分野における専門的な知識と技術を教育し，瀬戸内海地域に貢献できる

ものづくりやシステム開発の能力と国際感覚をもつ実践的専門技術者の育成 
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